
思い出多き３２年半 

 昭和 63 年 10 月初めに、教育学部生物学教室の教官として赴任し、自分の実験室に行って棚を

見たら、前々任者の伊倉伊三美先生の退官記念誌がありました。それを開くと、伊倉先生は、高校

（旧制安積中学校）も大学（東京文理科大学）も私の先輩であることが分かり、さらに以前にこの同

じポジションにもいらして、「何らかの縁がある」と思いました。 

 私は、この奉職に付いてからは、ストレスも全く感じなくて、休日も大学へ行って研究するほど、大

変恵まれた職場であり幸せでした。私の指導の下に卒業研究をした学生は累計すると丁度 100 名

で、その約１／３が教員となり、中には地元で弁護士として活躍している卒業生もいます。実験室で

は、所属している学生たちと年に 4～5 回ほどコンパをしました。白菜の葉の間に豚バラ肉をミルフ 

ィーユ状に挟んだ「水炊き」、国産の大きなマツタケが 3～4 本（時価で数万円）入った「すき焼き」、

味噌を練り込んだ挽肉やニンニクの芽を入れた「餃子」、私が渓流で釣り上げたイワナ・ヤマメの

「塩引き」など、とても美味しかったです。また、焼酎の代わりにウイスキーで漬け込んだ「梅酒」も、

学生たちに大好評でした。 

那須稔雄先生が学部長を務められたときに、教員のテニス大会（学部長杯）が毎年秋に開かれ、

私は津留俊介先生（物理学）とペア―を組んで、続けて 2 回優勝しました。そこで、当時学部事務

長であった菊地朗さんが、私と津留先生の 3 連覇を阻むために、テニスの上手な工学部の知り合

いを刺客としてこの大会に送り込みました。しかし、我々はその刺客を返り討ちにして、見事 3 連覇を

達成しました。 

このように、教育学部・地域教育文化学部での思い出は尽きず、楽しい 32 年半を過ごすことが

できました。皆様、大変お世話になりまして有難うございました。 
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プロフィール 

昭和 59 年  筑波大学 大学院博士課程 生物科学研究科 退学 

（単位取得上） 

昭和 59 年  ㈱日立製作所 中央研究所 入社 

昭和 60 年  理学博士（筑波大学） 

昭和 63 年  ㈱日立製作所 基礎研究所 退職 

昭和 63 年  山形大学 教育学部 講師 

平成 4 年  山形大学 教育学部 助教授 

平成 5 年  山形大学 大学院教育学研究科 修士課程 兼任 

平成 17 年  山形大学 地域教育文化学部 教授 

平成 23年  山形大学 大学院 理工学研究科博士前期課程 兼任 


